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(57)【要約】
【課題】脱穀部及び選別部からの廃棄物を機外に排出す
る廃棄物排出部を備えた収穫機であって、前記選別部の
選別ファンから送出される選別風の流れを良好に維持し
、前記選別部における選別性能を向上させることができ
る収穫機を提供する。
【解決手段】脱穀部及び選別部からの廃棄物を機外に排
出する廃棄物排出部において、排稈等の大きな廃棄物は
排風路７２より前方側に位置する排稈路７１を介して前
記排稈路７１内に配設された排稈処理部材７４によって
処理された状態で機外に排出される一方で、排塵等の小
さな廃棄物は選別ファン５２の圧送作用と前記排風路７
２内に配設された吸引ファン７３の吸引作用とによって
前記排稈路７１より後方側に位置する前記排風路７２を
介して機外に排出される。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　刈り取られた穀稈を脱穀処理する脱穀部と、前記脱穀部の下方に受網を介して配設され
た揺動選別機構及び前記揺動選別機構に対して前下方から後上方へ抜ける選別風を送出す
る選別ファンを含む選別部と、前記選別部によって選別された選別物を集約するように前
記揺動選別機構の下方に配設された選別物集約部と、前記脱穀部及び前記選別部からの廃
棄物を機外に排出する廃棄物排出部とを備え、
　前記廃棄物排出部は、上流側開口が前記脱穀部における扱室の後端下方に設けられた排
稈口及び前記揺動選別機構の後端の双方に連通され且つ下流側開口が機外に開放された排
稈路と、前記排稈路内において機体幅方向に沿った回転軸回りに回転駆動可能に配設され
た排稈処理部材と、前記排稈路より後方に配設された排風路であって、上流側開口が前記
排稈口及び前記揺動選別機構の後端の双方に連通され且つ下流側開口が機外に開放された
排風路と、前記排風路内に配設された吸引ファンとを有していることを特徴とする収穫機
。
【請求項２】
　前記排稈処理部材は、少なくとも前方側の一部が平面視において前記排稈口とオーバー
ラップするように配置されており、
　前記排風路は、前記上流側開口に後続する導通空間であって、前記受網の機体後方側へ
の延長線上で且つ前記排稈処理部材の上方に位置する導通空間と、前記導通空間に後続し
且つ前記吸引ファンの上方に位置する吸引上方空間とを有し、
　前記導通空間には篩い部材が備えられていることを特徴とする請求項１に記載の収穫機
。
【請求項３】
　前記導通空間の上端を画する上壁は、前記扱室の後端壁の下端から後方へ水平に延びる
水平壁と、前記水平壁の後端から後上方へ延びる傾斜壁とを含み、
　前記篩い部材は、前記水平壁に支持されていることを特徴とする請求項２に記載の収穫
機。
【請求項４】
　前記篩い部材は、上端部が機体幅方向に沿った軸線回り揺動可能に支持されていること
を特徴とする請求項２又は３に記載の収穫機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンバイン等の収穫機に関し、特に、刈り取られた穀稈を脱穀処理する脱穀
部と、前記脱穀部の下方に受網を介して配設された揺動選別機構及び前記揺動選別機構に
対して前下方から後上方へ抜ける選別風を送出する選別ファンを含む選別部と、前記選別
部によって選別された選別物を集約するように前記揺動選別機構の下方に配設された選別
物集約部と、前記脱穀部及び前記選別部からの廃棄物を機外に排出する廃棄物排出部とを
備えた収穫機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　前記廃棄物排出部として、前記脱穀部の扱室の後端下方に設けられた排稈口及び前記揺
動選別機構の後端の双方に連通された単一の排出路と、前記排出路の上流側及び下流側に
それぞれ配設荒れた横断流ファン等の吸引ファン及びスプレッダ等の排稈処理部材とを備
えた収穫機が提案されている（例えば、下記特許文献１参照）。
　前記特許文献１に記載の収穫機は、前記選別ファンからの選別風に乗って前記揺動選別
機構から後上方へ搬送される排塵等の小さな廃棄物を前記吸引ファンによって積極的に機
外に排出させることができると共に、排稈等の大きな廃棄物を前記排稈処理部材によって
細かく処理した状態で機外に排出させることができる点で有用である。
【０００３】
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　しかしながら、前記特許文献１に記載の収穫機においては、排塵等の小さな廃棄物及び
排稈等の大きな廃棄物の双方が前記単一の排出路を介して機外に排出され、しかも、前記
単一の排出路の上流側に前記吸引ファンが配設されているため、排稈等の大きな廃棄物に
よって前記吸引ファンの目詰まりが生じ易いという問題がある。
　このような吸引ファンの目詰まりが生じると、前記選別ファンから前記揺動選別機構を
通って後上方へ流れる選別風の流れが阻害され、結果として、前記選別部による選別性能
が悪化する。
【０００４】
　これに対し、前記廃棄物排出部として、前記脱穀部の扱室の後端下方に設けられた排稈
口及び前記揺動選別機構の後端の双方に連通された排稈路と、前記排稈路に配設された排
稈処理部材と、前記排稈路より上方に配設された排風路とを備えた収穫機が提案されてい
る（例えば、下記特許文献２参照）。
　前記特許文献２に記載の収穫機は、排稈等の大きな廃棄物の排出経路と排塵等の小さな
廃棄物の排出経路とを区別することで、排稈等の大きな廃棄物を前記排稈処理部材によっ
て細かく処理した状態で機外に排出させつつ前記選別ファンからの選別風の流れを良好に
維持しようとしている。
【０００５】
　しかしながら、前記特許文献２に記載の構成においては、選別風のうち風速の遅くなっ
た部分が前記排稈路に流れ込み易く、選別風を効率よく前記排風路に送り込めないという
問題がある。
　即ち、前記選別ファンから後上方へ送出された選別風は、前記揺動選別機構内において
前記脱穀部からの脱穀物と衝突して速度が緩められた状態で、前記揺動選別機構から後上
方へ流れ出る。従って、前記排風路を設けているにも拘らず、前記揺動選別機構を通過し
た選別風が前記排稈路へ流れ込む事態が生じ得る。
　排稈等の大きな廃棄物の量が多い場合にこのような事態が生じると、前記排稈路に流れ
込んだ選別風が前記排稈処理部材に反射して、前記揺動選別機構へ向かって逆流する流れ
を引き起こし、結果として、前記選別部による選別性能が悪化する。
　また、前記特許文献２に記載の収穫機においては、前記排風路の上壁は、前記脱穀部の
扱室の後端壁の下端から後方へ水平に延びており、前記揺動選別機構から後上方へ流れ出
る選別風が前記上壁に反射して前記排稈路へ向かい易いという問題もある。
【特許文献１】特開２０００－２８７５３３号公報
【特許文献２】実登２５３５９４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、前記従来技術に鑑みなされたものであり、脱穀部及び選別部からの廃棄物を
機外に排出する廃棄物排出部を備えた収穫機であって、前記選別部の選別ファンから送出
される選別風の流れを良好に維持し、前記選別部における選別性能を向上させることがで
きる収穫機の提供を一の目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的を達成するために、本発明に係る収穫機は、刈り取られた穀稈を脱穀処理する
脱穀部と、前記脱穀部の下方に受網を介して配設された揺動選別機構及び前記揺動選別機
構に対して前下方から後上方へ抜ける選別風を送出する選別ファンを含む選別部と、前記
選別部によって選別された選別物を集約するように前記揺動選別機構の下方に配設された
選別物集約部と、前記脱穀部及び前記選別部からの廃棄物を機外に排出する廃棄物排出部
とを備えている。
　前記廃棄物排出部は、上流側開口が前記脱穀部における扱室の後端下方に設けられた排
稈口及び前記揺動選別機構の後端の双方に連通され且つ下流側開口が機外に開放された排
稈路と、前記排稈路内において機体幅方向に沿った回転軸回りに回転駆動可能に配設され
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た排稈処理部材と、前記排稈路より後方に配設された排風路であって、上流側開口が排稈
口及び前記揺動選別機構の後端の双方に連通され且つ下流側開口が機外に開放された排風
路と、前記排風路内に配設された吸引ファンとを有している。
【０００８】
　好ましくは、前記排稈処理部材は、少なくとも前方側の一部が平面視において前記排稈
口とオーバーラップするように配置されている。前記排風路は、前記上流側開口に後続す
る導通空間であって、前記受網の機体後方側への延長線上で且つ前記排稈処理部材の上方
に位置する導通空間と、前記導通空間に後続し且つ前記吸引ファンの上方に位置する吸引
上方空間とを有している。さらに、前記導通空間には篩い部材が備えられている。
【０００９】
　好ましくは、前記導通空間の上端を画する上壁は、前記扱室の後端壁の下端から後方へ
水平に延びる水平壁と、前記水平壁の後端から後上方へ延びる傾斜壁とを含み、前記篩い
部材は、前記水平壁に支持されている。
【００１０】
　好ましくは、前記篩い部材は、上端部が機体幅方向に沿った軸線回り揺動可能に支持さ
れている。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る収穫機によれば、排稈等の大きな廃棄物は前記排風路より前方側に位置す
る前記排稈路を介して前記排稈処理部材によって処理された状態で機外に排出される一方
で、排塵等の小さな廃棄物は前記選別ファンの圧送作用と前記吸引ファンの吸引作用とに
よって前記排稈路より後方側に位置する前記排風路を介して機外に排出される。
　斯かる構成によれば、大きな廃棄物による前記吸引ファンの目詰まりを防止しつつ、前
記選別ファンから供給され且つ前記揺動選別機構に作用した選別風を前記吸引ファンによ
ってスムースに機外に排出することができる。
　従って、前記選別ファンからの選別風の流れを良好に維持して前記収穫機の内部空間の
圧力が選別風によって不当に上昇することを防止でき、これにより、前記選別部における
選別性能の向上を図ることができる。さらに、前記選別物集約部が一番樋及び二番樋を有
する場合においては前記二番樋に集約される二番物への屑混入の減少を図ることができる
。
【００１２】
　また、前記排稈処理部材が少なくとも前方側の一部が平面視において前記排稈口とオー
バーラップするように配置され、前記排風路の導通空間に篩い部材が備えられている場合
には、排稈等の大きな廃棄物が前記吸引ファンに吸い込まれることを有効に防止すること
ができ、これにより、前記吸引ファンの吸引性能を良好に維持することができる。
【００１３】
　また、前記導通空間の上端を画する上壁が、前記扱室の後端壁の下端から後方へ水平に
延びる水平壁と、前記水平壁の後端から後上方へ延びる傾斜壁とを含み、前記篩い部材が
、前記水平壁に支持されている場合には、前記揺動選別機構から流れ出る選別風を前記水
平壁及び前記傾斜壁を通じて後上方へスムースに流すことができるため、前記選別風が前
記上壁に反射して前記排稈路へ向かうことを防止することができる。
【００１４】
　さらに、前記篩い部材が上端部が機体幅方向に沿った軸線回り揺動可能に支持されてい
る場合には、排稈等の大きな廃棄物が前記篩い部材の前面に吸い付くことを防止すること
ができ、これにより、前記排風路の風の流れを良好に維持することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の好ましい実施形態について、添付図面を参照しつつ説明する。
　図１及び図２は、それぞれ、本発明の第１実施形態に係る収穫機１の側面図及び伝動模
式図である。
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【００１６】
＜全体構成＞
　本実施の形態においては、本発明に係る収穫機１として刈り取った穀稈全体を脱穀部に
て脱穀処理する普通型コンバインを例示して説明する。
　前記収穫機１は、図１及び図２に示すように、走行機体２と、前記走行機体２に支持さ
れた駆動源としてのエンジン３と、前記走行機体２に連結された左右一対の走行装置（本
実施形態においては、クローラ式走行装置）４と、前記走行機体２の前方において該走行
機体２に支持された刈取部３０と、前記刈取部３０によって刈り取られた穀稈を脱穀処理
する脱穀部４０と、前記刈取部３０と前記脱穀部４０との間に配設された搬送部２０と、
前記脱穀部４０の下方に配設された選別部５０と、前記選別部５０によって選別された選
別物を集約するように、前記選別部５０の下方に配設された選別物集約部６０と、前記脱
穀部４０及び前記選別部５０からの廃棄物を機外に排出する廃棄物排出部７０と、前記走
行機体２の右前方部分に配設された運転席５と、前記選別物集約部６０によって集約され
た穀粒を収容するグレンタンク６であって、前記運転席５の後方に配設されたグレンタン
ク６と、前記グレンタンク６の後部から延出され、グレンタンク６内の穀粒を外部に排出
する排出オーガ７とを備えている。
　本実施の形態においては、前記刈取部３０は、機体幅方向に沿った回転軸線回りに回転
する刈取リールを有している。
　また、前記搬送部２０は、前記刈取部３０の後端部と前記脱穀部４０の前端開口とを連
通するフィーダハウス２１と、前記フィーダハウス２１内に配設された搬送コンベア２２
とを有している。
【００１７】
　図３に、図１及び図２に示す収穫機１の左側板を取り外した状態における部分内部側面
図を示す。
　前記脱穀部４０は、前記走行機体２の機体幅方向一方側（左側）に配設されており、図
２及び図３に示すように、脱穀機枠４１によって画される扱室４２と、前記扱室４２内に
おいて前記エンジン３からの回転動力によって作動的に駆動される扱胴４３とを有してい
る。
　本実施の形態において、前記扱胴４３は、車輌前後方向に沿った回転軸４４と、当該回
転軸４４回りに相対回転不能に支持された扱胴本体と、前記扱胴本体に前記回転軸４４回
りに螺旋状に配設された扱歯とを有している。前記回転軸４４は、前記脱穀機枠４１（前
記扱室４２の前端壁４８及び後端壁４７）によって支持される。
　さらに、前記脱穀部４０には、前記扱胴４３の下方に脱穀物を漏下可能な受網４５が設
けられている。
　また、前記扱室４２の後端下方には、排稈口４６が設けられている。
　詳しくは、前記排稈口４６は、前記受網４５の後端部と前記扱室４２の前記後端壁４７
との間に設けられた下方開口とされている。
【００１８】
　前記選別部５０は、前記脱穀部４０の下方に前記受網４５を介して配設された揺動選別
機構５１及び前記揺動選別機構５１に対して前下方から後上方へ抜ける選別風を送出する
選別ファン５２を含んでいる。
　本実施の形態において、前記揺動選別機構５１は、揺動軸５３（図２参照）の回転に伴
って揺動することにより、前記脱穀部４０において脱穀された脱穀物に対して比重選別を
行うように構成されている。
【００１９】
　本実施の形態において、前記選別部５０は、図３に示すように、前記揺動選別機構５１
の後端が前記廃棄物排出部７０と連通されている。
【００２０】
　本実施の形態において、前記選別物集約部６０は、前記揺動選別機構５１の下方に配設
される。前記選別物集約部６０は、前記選別部５０によって選別された選別物のうち一番
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物及び二番物をそれぞれ集約するように機体前後方向に並列配置された一番樋６１及び二
番樋６２を有している。前記一番樋６１は、前記揺動選別機構５１の下方且つ後述する唐
箕ファン５２１の後方に配設され、前記二番樋６２は、前記揺動選別機構５１の下方且つ
前記一番樋６１の後方に配設されている。
【００２１】
＜揺動選別機構の詳細構成＞
　前記揺動選別機構５１は、図３に示すように、左右一対の揺動側板５１１と、前記脱穀
部４０から流下される脱穀物を受け止めるように前記左右一対の揺動側板５１１の間に配
設されたフィードパン５１２と、前記脱穀部４０から流下する脱穀物及び前記フィードパ
ン５１２から送られてくる脱穀物を受け、該脱穀物から穀粒を揺動選別するように前記左
右一対の揺動側板５１１の間に配設されたチャフシーブ機構５１３と、前記チャフシーブ
機構５１３の後方において前記左右一対の揺動側板５１１の間に配設された再選別機構５
１４とを有している。前記揺動選別機構５１は、上下方向に関し前記脱穀部４０と前記選
別物集約部６０との間に配置され且つ機体前後方向に一体的に揺動される。
【００２２】
　前記フィードパン５１２は、前記脱穀部４０から流下される脱穀物を機体幅方向に拡散
させつつ、前記チャフシーブ機構５１３へ向けて機体後方側へ搬送するように構成されて
いる。
　具体的には、前記フィードパン５１２は上面が波状に形成された板体とされている。
【００２３】
　前記チャフシーブ機構５１３は、前記脱穀部４０から流下する脱穀物及び前記フィード
パン５１２から送られてくる脱穀物に対して比重選別を行い、該脱穀物の一部を下方に位
置する前記一番樋６１に一番物として流下させるように構成されている。
【００２４】
　前記再選別機構５１４は、前記チャフシーブ機構５１３から送られてくる脱穀物に対し
て比重選別を行い、該脱穀物の一部を下方に位置する前記二番樋６２に二番物として流下
させるとともに、該脱穀物のうち排藁等の大きな不要物を前記選別部５０の後端から機外
に搬送するように構成されている。
　本実施の形態においては、前記再選別機構５１４は、後述する一番流穀板６１１に後続
するストローラック機構５１４ａと前記ストローラック機構５１４ａに後続する第２チャ
フシーブ機構５１４ｂを有している。
【００２５】
　前記ストローラック機構５１４ａは、板面が略垂直に沿った状態で機体前後方向に延び
る複数の板状部材であって、間隔を存しつつ機体幅方向に並設された複数の板状部材を有
しており、前記間隔を介して、前記脱穀物のうち枝梗付き穀粒や穂切れ粒等の小さな脱穀
物を二番物として前記二番樋６２へ落下させるようになっている。
　なお、前記複数の板状部材は、それぞれ、上面が波状に形成されており、これにより、
排藁等の大きな不要物の後方への搬送を促進させている。
　前記第２チャフシーブ機構５１４ｂは、前記ストローラック機構５１４ａから送られて
くる脱穀物に対して比重選別を行い、該脱穀物の一部を下方に位置する前記二番樋６２に
二番物として落下させるようになっている。
【００２６】
＜選別物集約部の詳細構成＞
　前記一番樋６１は、図３に示すように、前記選別部５０によって選別処理された一番物
を集約し得るように前記揺動選別機構５１の下方に配設された側面視凹状とされている。
　詳しくは、前記一番樋６１は、一番樋本体６１０と、該一番樋本体６１０とは別体とさ
れた一番流穀板６１１とを備えている。
【００２７】
　前記一番樋本体６１０は、一体形成されている。
　具体的には、前記一番樋本体６１０は、側面視において後方へ行くに従って下方に位置
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するように傾斜された一番前方側傾斜板６１２と、前記一番前方側傾斜板６１２より後方
側に位置し且つ側面視において後方へ行くに従って上方に位置するように傾斜された一番
後方側傾斜板６１３とを一体的に有しており、前記一番前方側傾斜板６１２及び前記一番
後方側傾斜板６１３によって画される側面視凹状の一番集約空間６１Ｓに一番物を集約さ
せ得るように構成されている。
　なお、前記一番集約空間６１Ｓには、図２に示すように、機体幅方向に沿って一番コン
ベア６１４が配設されており、前記一番集約空間６１Ｓに集約された一番物を前記一番コ
ンベア６１４により前記グレンタンク６へ搬送する。
【００２８】
　前記一番流穀板６１１は、図３に示すように、前端側が前記一番後方側傾斜板６１３の
上面に載置され且つ後端側が前記一番後方側傾斜板６１３を越えて後斜め上方へ延び、前
記一番樋本体６１０に対してフリーな状態で前記揺動選別機構５１に脱着可能に支持され
ている。
【００２９】
　本実施の形態においては、前記一番流穀板６１１は、前記一対の揺動側板５１１に着脱
自在に連結されており、前記揺動選別機構５１の機体前後方向の揺動に伴って機体前後方
向に揺動されるように構成されている。
【００３０】
　前記二番樋６２は、図３に示すように、前記選別部５０によって選別処理された二番物
を集約し得るように前記揺動選別機構５１の下方に配設された側面視凹状とされている。
　詳しくは、前記二番樋６２は、二番樋本体６２０と、該二番樋本体６２０とは別体とさ
れた二番流穀板６２１とを備えている。
【００３１】
　前記二番樋本体６２０は、一体形成されている。
　具体的には、前記二番樋本体６２０は、側面視において後方へ行くに従って下方に位置
するように傾斜された二番前方側傾斜板６２２と、前記二番前方側傾斜板６２２より後方
側に位置し且つ側面視において後方へ行くに従って上方に位置するように傾斜された二番
後方側傾斜板６２３とを一体的に有しており、前記二番前方側傾斜板６２２及び前記二番
後方側傾斜板６２３によって画される側面視凹状の二番集約空間６２Ｓに二番物を集約さ
せ得るように構成されている。
　なお、前記二番集約空間６２Ｓには、図２に示すように、機体幅方向に沿って二番コン
ベア６２４が配設される。前記二番コンベア６２４の搬送方向下流端部には、還元筒６２
５（図１参照）に内挿された状態で作動連結された二番還元コンベア６２６及び前記二番
還元コンベア６２６に作動連結された二番上コンベア６２７が配設されている。
　前記二番樋６２に集約された二番物は、前記二番コンベア６２４、前記二番還元コンベ
ア６２６及び前記二番上コンベア６２７を通じて前記脱穀部４０の前記扱室４２へ搬送さ
れ、再脱穀される。
【００３２】
　前記二番流穀板６２１は、図３に示すように、前記二番後方側傾斜板６２３の上面に載
置され且つ後端側が前記二番後方側傾斜板６２３を越えて後斜め上方へ延び、前記二番樋
本体６２０に対してフリーな状態で前記揺動選別機構５１に脱着可能に支持されており、
前記揺動選別機構５１の機体前後方向の揺動に伴って機体前後方向に揺動されるように構
成されている。
【００３３】
＜選別ファンの詳細構成＞
　本実施の形態において、前記選別ファン５２は、図２及び図３に示すように、前記揺動
選別機構５１に対して前下方から後上方へ抜ける選別風を送出する唐箕ファン５２１を含
んでいる。
【００３４】
　前記唐箕ファン５２１は、図３に示すように、前記チャフシーブ機構５１３の前方且つ
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下方において、機体幅方向に沿った唐箕ファン用回転軸５２１１によって回転駆動される
ように構成されている。
　具体的には、前記唐箕ファン５２１は、前記脱穀機枠４１の両側板と、後方が開口とさ
れた唐箕ファンケース５２１２とによって画される空間内に配設されており、後方且つ上
方へ向けて選別風を送出し得るようになっている。
　より詳しくは、前記唐箕ファンケース５２１２は、図３に示すように、前記唐箕ファン
５２１を囲繞する唐箕ファンケース本体５２１３と、前端部が前記唐箕ファンケース本体
５２１３に流体接続され且つ後端部が斜め後方へ向けて開口された中空の風路ケース５２
１４とを有している。
　なお、前記脱穀機枠４１の側板には、前記唐箕ファン５２１へ吸気させる吸入口が設け
られている。
【００３５】
　本実施の形態において、前記選別ファン５２は、図２及び図３に示すように、前記一番
後方側傾斜板６１３及び前記二番前方側傾斜板６２２の間に配置されたセカンドファン５
２２をさらに含んでいる。
　前記選別部５０は、図３に示すように、前記セカンドファン５２２からの主選別風が、
前記二番流穀板６２１とともに前記再選別機構５１４へ当たるように、前記セカンドファ
ン５２２、前記再選別機構５１４、前記二番後方側傾斜板６２３及び前記二番流穀板６２
１が配置されている。
　前記セカンドファン５２２は、機体幅方向に沿ったセカンドファン用回転軸５２２１に
よって回転駆動されるように構成されている。
　具体的には、前記セカンドファン５２２は、前記脱穀機枠４１の両側板と、前記一番後
方側傾斜板６１３及び前記二番前方側傾斜板６２２の間が開口とされたセカンドファンケ
ース５２２２とによって画される空間内に配設されており、後上方へ向けて選別風を送出
し得るようになっている。
　なお、前記脱穀機枠４１の側板には、前記セカンドファン５２２へ吸気させる吸入口が
設けられている。
【００３６】
　さらに、前記選別ファン５２は、図２及び図３に示すように、前記唐箕ファン５２１よ
り前方且つ上下方向に関し前記フィードパン５１２と前記唐箕ファン５２１の間に配置さ
れた補助送風ファン５２３を含み得る。前記補助送風ファン５２３は、図３に示すように
、機体幅方向に沿った補助送風ファン用回転軸５２３１によって回転駆動されるように構
成されている。
　具体的には、前記補助送風ファン５２３は、前記脱穀機枠４１の両側板と、前記フィー
ドパン５１２及び前記唐箕ファンケース５２１２の間が開口とされた補助送風ファンケー
ス５２３２とによって画される空間内に配設されており、後上方へ向けて選別風を送出し
得るようになっている。
【００３７】
＜廃棄物排出部の詳細構成＞
　図４に、図３に示す収穫機１の部分内部側面図における廃棄物排出部近傍の部分拡大側
面図を示す。
　また、図５に、図１から図４に示す収穫機１の廃棄物排出部近傍の部分透過平面図を示
す。
　前記廃棄物排出部７０は、図３から図５に示すように、上流側開口７１ａが前記排稈口
４６及び前記揺動選別機構５１の後端の双方に連通され且つ下流側開口７１ｂが機外に開
放された排稈路７１と、前記排稈路７１より後方に配設された排風路７２であって、上流
側開口７２ａが前記排稈口４６及び前記揺動選別機構５１の後端の双方に連通され且つ下
流側開口７２ｂが機外に開放された排風路７２とを有している。
　前記廃棄物排出部７０は、前記排稈路７１内において機体幅方向に沿った回転軸７４１
回りに回転駆動可能に配設された排稈処理部材７４と、前記排風路７２内に配設された吸



(9) JP 2010-63423 A 2010.3.25

10

20

30

40

50

引ファン７３とを有している。
【００３８】
　斯かる構成によれば、排稈等の大きな廃棄物は、前記排風路７２より前方側に位置する
前記排稈路７１を介して前記排稈処理部材７４によって処理された状態で機外に排出され
る一方で、排塵等の小さな廃棄物は、前記選別ファン５２の圧送作用と前記吸引ファン７
３の吸引作用とによって前記排稈路７１より後方側に位置する前記排風路７２を介して機
外に排出される。
　これにより、大きな廃棄物による前記吸引ファン７３の目詰まりを防止しつつ、前記選
別ファン５２から供給され且つ前記揺動選別機構５１に作用した選別風を前記吸引ファン
７３によってスムースに機外に排出することができる。
【００３９】
　従って、前記選別ファン５２からの選別風の流れを良好に維持して前記収穫機１の内部
空間の圧力が選別風によって不当に上昇することを防止でき、これにより、前記選別部５
０における選別性能の向上を図ることができる。さらに、本実施の形態のように、前記選
別物集約部６０が前記一番樋６１及び前記二番樋６２を有する場合には、前記二番樋６２
に集約される二番物への屑混入の減少を図ることができる。
【００４０】
　特に、本実施の形態のように、前記収穫機１が刈り取った穀稈全体を前記脱穀部４０に
て脱穀処理する普通型コンバインである場合には、前記排稈口４６から排出される排稈量
が比較的多い。
　このため、排稈を機外に排出する前記排稈路７１とは別に前記排稈路７１の後方に前記
排風路７２を配設し、前記選別ファンからの選別風を前記吸引ファン７３が収容された前
記排風路７２を介して機外へ送り出す本実施の形態は、普通型コンバインに好適に適用さ
れる。即ち、前記構成によれば、排稈量が比較的多くとも前記吸引ファン７３の目詰まり
を防止しつつ、前記選別ファン５２から供給され且つ前記揺動選別機構５１に作用した選
別風を前記吸引ファン７３によってスムースに機外に排出することができる。
【００４１】
　本実施の形態において、前記排稈路７１の上流側開口７１ａは、平面視において前記排
稈口４６と部分的にオーバーラップしている。
　さらに、前記排稈処理部材７４は、少なくとも前方側の一部が平面視において前記排稈
口４６とオーバーラップするように配置されている。
【００４２】
　また、前記排風路７２は、前記上流側開口７２ａに後続する導通空間Ｓ１であって、前
記受網４５の機体後方側への延長線上で且つ前記排稈処理部材７４の上方に位置する導通
空間Ｓ１と、前記導通空間Ｓ１に後続し且つ前記吸引ファン７３の上方に位置する吸引上
方空間Ｓ２とを有している。
【００４３】
　前記導通空間Ｓ１には、図３から図５に示すように、篩い部材７５が備えられている。
　上記構成によれば、前記篩い部材７５が前記排風路７２における前記吸引ファン７３の
上流側に位置する前記導通空間Ｓ１内に備えられているため、排稈等の大きな廃棄物が前
記吸引ファン７３に吸い込まれることを有効に防止することができ、これにより、前記吸
引ファン７３の吸引性能を良好に維持することができる。
　しかも、前記篩い部材７５によって止められた排稈等の大きな廃棄物は、下方に落下し
、前記篩い部材７５の下方に位置する前記排稈処理部材７４で確実に処理される。
【００４４】
　本実施の形態において、前記排風路７２は、さらに前記吸引ファン７３より下流側に位
置し、前記下流側開口７２ｂを介して機外に開放された吐出空間Ｓ３を有している。
【００４５】
　また、本実施の形態において、前記篩い部材７５は、図３及び図４に示すように、上端
部が機体幅方向に沿った軸線回り揺動可能に支持されている。
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　従って、排稈等の大きな廃棄物が前記篩い部材７５の前面に吸い付くことを防止するこ
とができ、これにより、前記排風路７２の風の流れを良好に維持することができる。
【００４６】
　本実施の形態において、前記導通空間Ｓ１の上端を画する上方壁７２２は、前記扱室４
２の後端壁４７の下端から後方へ水平に延びる水平壁７２２１と、前記水平壁７２２１の
後端から後上方へ延びる傾斜壁７２２２とを有している。
　これにより、前記揺動選別機構５１から流れ出る選別風を前記水平壁７２２１及び前記
傾斜壁７２２２を通じて後上方へスムースに流すことができるため、前記選別風が前記上
方壁７２２に反射して前記排稈路７１へ向かうことを防止することができる。
　さらに、前記篩い部材７５は、前記水平壁７２２１に支持されている。
【００４７】
＜排稈ケーシング＞
　本実施の形態において、前記収穫機１は、図３から図５に示すように、前記排稈路７１
を形成する排稈ケーシング７１０を備えている。
　本実施の形態において、前記排稈ケーシング７１０は、前記下流側開口７１ｂを形成す
る後端開口が斜め後下方を向いている。
【００４８】
　詳しくは、前記排稈ケーシング７１０は、前方壁７１１、後方壁７１２及び左右の側壁
７１３を有している。なお、図３及び図４においては、左側の前記側壁は図示を省略して
いる。
　前記前方壁７１１は、前方側の上面が平面視において前記排稈口４６とオーバーラップ
する状態で前記二番樋６２（の前記二番後方傾斜板６２３）の後端部に連設されており、
後方へ行くに従って下方に位置するように傾斜されている。
　さらに、前記排稈ケーシング７１０の前記左右の側壁７１３は、前記前方壁７１１及び
前記後方壁７１２の機体幅方向端部を連結している。
【００４９】
＜排稈処理部材の詳細構成＞
　本実施の形態において、前記排稈処理部材７４は、図３から図５に示すように、前記排
稈ケーシング７１０に支持されている。
　前記排稈処理部材７４は、排稈等を細かく切断するために前記回転軸７４１に複数の切
断刃７４２が植設されたチョッパー式のスプレッダとされる。
　なお、前記排稈処理部材７４は、前記チョッパー式のスプレッダに限られず、排稈を切
断せずに拡散させつつ機外へ放出するスプレッダ等、種々の態様が適用され得る。
【００５０】
　本実施の形態において、前記排稈処理部材７４の前記回転軸７４１は、図３及び図４に
示すように、両端部が前記排稈ケーシング７１０の前記左右の側壁７１３に相対回転可能
に支持されている。
　前記排稈処理部材７４の前記回転軸７４１は、前記複数の切断刃７４２が前記回転軸７
４１より上方において後方から前方へ移動する方向へ軸線回りに駆動される。
　前記排稈処理部材７４は、前記左右の側壁７１３間において機体幅方向全域にわたって
配設されている。
【００５１】
　本実施の形態において、前記排稈処理部材７４の前記回転軸７４１は、図２に示すよう
に、前記エンジン３からの駆動力により軸線回りに回転する。
　さらに、前記吸引ファン７３の前記回転軸７３１及び前記排稈処理部材７４の前記回転
軸７４１には、それぞれ軸線回り回転不能に支持された一対のプーリ７３４，７４４が設
けられ、前記一対のプーリ７３４，７４４に伝動ベルト７４３が巻回されている。
　この構成により、前記吸引ファン７３の回転軸７３１は、前記排稈処理部材７４の回転
軸７４１の回転駆動により軸線回りに回転する。
【００５２】
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＜排風ケーシング及び吸引ファン＞
　本実施の形態において、前記収穫機１は、図３から図５に示すように、前記排風路７２
を形成する排風ケーシング７２０を備えている。
　詳しくは、前記排風ケーシング７２０は、下方壁７２１、上方壁７２２及び左右の側壁
７２３を有している。なお、図３及び図４においては、左側の前記側壁は図示を省略して
いる。
【００５３】
　本実施の形態において、前記排風ケーシング７２０は、前記下流側開口７２ｂを形成す
る後端開口が前記排稈ケーシング７１０の後端開口の上方に配置され、且つ、斜め後下方
を向いている。
　さらに、前記排風ケーシング７２０は、前記排稈ケーシング７１０と機体幅方向に関し
、略同じ長さを有している。即ち、前記排風ケーシング７２０の前記左右の側壁７２３と
、前記排稈ケーシング７１０の前記左右の側壁７１３とは、左右それぞれにおいて略同じ
平面を形成している。
【００５４】
　本実施の形態において、前記下方壁７２１は、図３及び図４に示すように、前記排稈ケ
ーシング７１０の前記後方壁７１２の上端部に連結されている。
　また、前記上方壁７２２は、前記排稈口４６の後端を画する前記扱室４２の前記後端壁
４７の下端部に連結されている。
【００５５】
　本実施の形態において、前記排風ケーシング７２０の前記左右の側壁７２３は、機体幅
方向に沿った前記吸引ファン７３の前記ファン軸７３１を軸線回り回転可能に支持してい
る。
【００５６】
　前記吸引ファン７３は、図３及び図４に示すように、回転軌跡の上端が前記排稈処理部
材７４の回転軌跡の上端より上方に位置し、回転軌跡の下端が前記排稈処理部材７４の回
転軌跡の上端より下方に位置している。
　これにより、前記排稈口４６から排出される排稈等の大きな廃棄物が前記吸引ファン７
３に吸引されることを防止しつつ、前記吸引ファン７３の前下方に位置する前記選別ファ
ン５２からの選別風を効率よく前記吸引ファン７３に引き込むことができる。
【００５７】
　本実施の形態において、前記吸引ファン７３は、図３から図５に示すように、機体幅方
向に沿ったファン軸７３１と、前記ファン軸７３１に略平行とされた状態で前記ファン軸
７３１を基準にして周方向に配列された複数のフィン７３２を有する横断流ファンとされ
ている。
　詳しくは、前記吸引ファン７３は、前記ファン軸７３１と、前記ファン軸７３１の両端
側に設けられた一対の支持板７３３と、前記ファン軸７３１を基準にして周方向に配列さ
れるように前記一対の支持板７３３に支持された前記複数のフィン７３２とを有している
。
　前記吸引ファン７３は、図５に示すように、前記左右の側壁７２３間において機体幅方
向全域にわたって配設されている。
　即ち、前記排稈処理部材７４の排稈処理領域と前記吸引ファン７３の吸引領域（後述）
とは機体幅方向に関して略同じ長さを有している。
【００５８】
　前記排風ケーシング７２０は、前記ファン軸７３１を基準にして前記吸引ファン７３の
上方側の周方向所定範囲が吸引領域Ａ１となり且つ前記ファン軸７３１を基準にして前記
吸引ファン７３の下方側の周方向所定領域が吐出領域Ａ２となるように前記吸引ファン７
３を囲繞している。
【００５９】
　本実施の形態において、前記吸引ファン７３のファン軸７３１は、前記フィン７３２が
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前記ファン軸７３１より上方において後方から前方へ移動する方向へ軸線回りに駆動され
ており、これにより前記吸引ファン７３の前記吸引領域Ａ１のうち最も吸引力が大きい部
分を前記排稈路７１から離間した位置とすることができる。
【００６０】
　以下、詳しく説明する。
　吸引ファンにおいては、吸引ファンの吸引領域の回転方向上流側端部近傍が前記吸引フ
ァンの吸引領域のうち最も吸引力が大きい部分となる。
　従って、本実施の形態におけるように、前記排稈路７１より後方に配設された前記排風
路７２内に収容された前記吸引ファン７３のファン軸７３１を前記フィン７３２が前記フ
ァン軸７３１より上方において後方から前方へ移動する方向へ軸線回りに駆動させること
で、前記吸引ファン７３の前記吸引領域Ａ１の回転方向上流側端部を前記排風路７２の後
側に位置させている。
　即ち、前記吸引ファン７３の前記吸引領域Ａ１のうち最も吸引力が大きい部分（吸引力
最大領域Ｘ１）が前記排稈路７１から離間した位置となる。
　従って、上記構成を備えることにより、前記選別ファン５２からの選別風の多くは、前
記排稈路７１より後方に配設された前記排風路７２において前記吸引ファン７３の上方に
位置する前記吸引上方空間Ｓ２を通じて前記排稈路７１から離間した位置にある前記吸引
ファン７３の前記吸引力最大領域Ｘ１に送られる。
　このように、前記選別ファン５２で送出された選別風の多くが前記排稈路７１から離間
した位置で前記吸引ファン７３に吸引されるため、排稈等の大きな破棄物が前記吸引ファ
ン７３の吸引力によって前記排風路７２に吸い込まれることを有効に防止することができ
る。
　従って、前記吸引ファン７３の目詰まりを防止して該吸引ファン７３の吸引性能を良好
に維持し、前記選別部５０における選別性能を向上させることができる。
【００６１】
　なお、前述のように、前記排稈処理部材７４の前記回転軸７４１は、前記複数の切断刃
７４２が前記回転軸７４１より上方において後方から前方へ移動する方向へ軸線回りに駆
動されるため、前記吸引ファン７３の前記回転軸７３１は、前記排稈処理部材７４の前記
回転軸７４１と同じ方向に回転することとなる。
【００６２】
　本実施の形態において、前記吸引ファン７３の前記複数のフィン７３２は、前記ファン
軸７３１の径方向外方に向かうに従って周方向下流側に位置するように前記一対の支持板
７３３に支持されている。
【００６３】
　前記下方壁７２１は、図４及び図５に示すように、前記吸引ファン７３の前記ファン軸
７３１より前側において前記吸引ファン７３の回転軌跡に最も近接された前側近接点Ａ３
を有している。
　本実施の形態においては、前記前側近接点Ａ３は、前記吸引ファン７３における前記吸
引領域Ａ１の回転方向下流側の端部を画している。
　なお、前記前側近接点Ａ３は、前記吸引ファン７３における前記吐出領域Ａ２の回転方
向上流側の端部を画しているとも言える。
【００６４】
　また、前記上方壁７２２は、図４及び図５に示すように、前記吸引ファン７３の前記フ
ァン軸７３１より後側において前記吸引ファン７３の回転軌跡に最も近接された後側近接
点Ａ６を有している。
　本実施の形態においては、前記後側近接点Ａ６は、前記吸引ファン７３における前記吸
引領域Ａ１の回転方向上流側の端部を画している。
　即ち、前記排風路７２内における前記後側近接点Ａ６の上流側近傍が前記吸引力最大領
域Ｘ１となる。
　なお、前記後側近接点Ａ６は、前記吸引ファン７３における前記吐出領域Ａ２の回転方
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向下流側の端部を画しているとも言える。
【００６５】
　前記吸引ファン７３の前記吸引領域Ａ１及び前記吐出領域Ａ２は、図４に示すように、
前記排風ケーシング７２０の前記前側近接点Ａ３と前記ファン軸７３１とを結ぶ第１境界
面Ｂ１及び前記排風ケーシング７２０の前記上方壁７２２の前記後側近接点Ａ６と前記フ
ァン軸７３１とを結ぶ第２境界面Ｂ２により区画される。
　即ち、前記吸引ファン７３において、前記第１及び第２境界面Ｂ１，Ｂ２より前記排風
路７２の上流側が前記吸引領域Ａ１となり、前記第１及び第２境界面Ｂ１，Ｂ２より前記
排風路７２の下流側が前記吐出領域Ａ２となる。
　なお、本実施の形態においては、前記第１境界面Ｂ１及び前記第２境界面Ｂ２は略同一
平面とされている。
【００６６】
　さらに、前記第１境界面Ｂ１及び前記第２境界面Ｂ２は、それぞれ前高後低状とされて
いる。
　これにより、前記吸引ファン７３の前記吸引領域Ａ１のうち最も吸引力が大きくなる回
転方向上流側端部近傍（前記吸引力最大領域Ｘ１）を前記上流側開口７２ａに対して奥ま
った位置に位置させることができる。従って、前記排風路７２内の風の流れを前記排稈路
７１からより離間させることができ、これにより、排稈等の大きな破棄物が前記吸引ファ
ン７３によって吸引されて排風路７２に流れ込むことをより有効に防止して、前記吸引フ
ァン７３の目詰まりを防止することができる。
【００６７】
　本実施の形態において、前記下方壁７２１は、図４に示すように、前記前側近接点Ａ３
から下方且つ後方へ湾曲した吐出湾曲領域Ａ５と、前記吐出湾曲領域Ａ５に後続し、前記
下流側開口７２ｂへ延びる下側排出ガイド領域Ａ４とをさらに有している。
　本実施の形態において、前記吐出湾曲領域Ａ５は、前記前側近接点Ａ３から後端部に向
かうに従って、前記ファン軸７３１より離間するように湾曲されている。これにより、前
記吸引ファン７３の吐出効率をより向上させることができる。
【００６８】
　本実施の形態において、前記下方壁７２１は、図３及び図４に示すように、前記前側近
接点Ａ３より上流側において前記排稈路７１と前記排風路７２とを仕切るように構成され
ている。
　より詳しくは、前記廃棄物排出部７０は、図３から図５に示すように、前記排稈路７１
と前記排風路７２とを仕切る仕切り部材８０を有している。前記仕切り部材８０は、一端
側が前記排稈ケーシング７１０の後方壁７１２に連結され、他端側が前記排風ケーシング
７２０の下方壁７２１に連結されており、中間部が上方に凸となる側面視三角形状を有し
ている。前記中間部の頂部は、前記排稈処理部材７４の回転軌跡の上端より上方に位置し
、前記吸引ファン７３の回転軌跡の上端より下方に位置している。
　このように、前記排稈路７１と前記排風路７２とを仕切る前記仕切り部材８０において
、中間部が上方に凸となる側面視三角形状を有し、しかも前記中間部の頂部が前記排稈処
理部材７４の回転軌跡の上端より上方且つ前記吸引ファン７３の回転軌跡の上端より下方
に位置しているため、前記排稈路７１内に導入された排稈等の大きな廃棄物が前記排稈処
理部材７４の回転等により前記排風路７２へ向かうことを防止することができる。
　なお、前記仕切り部材８０は、前記排稈ケーシング７１０の後方壁７１２に一体的に形
成されてもよいし、前記排風ケーシング７２０の下方壁７２１に一体的に形成されてもよ
いし、前記後方壁７１２及び前記下方壁７２１とは別体として形成されてもよい。あるい
は、前記後方壁７１２及び前記下方壁７２１が前記仕切り部材８０を介して一体的に形成
されてもよい。
【００６９】
　以下に、前記排風路７２内に形成される各空間の構成について説明する。
　本実施の形態において、前記上方壁７２２は、前記左右の側壁７２３及び前記排稈処理
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部材７４の回転軌跡とともに前記導通空間Ｓ１を画している。前記導通空間Ｓ１は、前記
排稈処理部材７４の上方に位置している。
　さらに、前記上方壁７２２は、前記左右の側壁７２３及び前記吸引ファン７３とともに
前記吸引上方空間Ｓ２を画している。
　前記吸引上方空間Ｓ２は、前記吸引ファン７３の前記吸引領域Ａ１に接している。
【００７０】
　本実施の形態において、前記吸引上方空間Ｓ２は、前記扱室４２の前記後端壁４７の下
端より上方へ膨出された上方膨出領域Ｓ２１を有している。
　上記構成を有することにより、前記排風路７２に流れ込んだ風が前記吸引ファン７３の
前方から吸引されることを有効に防止することができる。即ち、前記排風路７２内の風の
流れを前記排稈路７１から離間させることができる。従って、排稈等の大きな破棄物が前
記吸引ファン７３によって吸引されて前記排風路７２に流れ込むことをより有効に防止す
ることができ、これにより、前記吸引ファン７３の目詰まりを防止することができる。
【００７１】
　また、本実施の形態において、前記排風ケーシング７２０は、図３及び図４に示すよう
に、前記排風路７２が、前記吸引上方空間Ｓ２に後続する吸引後方空間Ｓ４であって、前
記吸引ファン７３の後上方に位置する吸引後方空間Ｓ４を含むように構成されている。
　上記構成を有することにより、前記排風路７２に流れ込んだ風を前記吸引ファン７３の
後方から吸引することができる。従って、前記排風路７２内の風の流れを前記排稈路７１
からより離間させることができ、これにより、排稈等の大きな破棄物が前記吸引ファン７
３によって吸引されて排風路７２に流れ込むことをより有効に防止して、前記吸引ファン
７３の目詰まりを防止することができる。
【００７２】
　本実施の形態において、前記上方壁７２２は、図４に示すように、前記吸引ファン７３
より上方において前記吸引ファン７３との間に前記吸引上方空間Ｓ２が設けられるように
離間配置された上側吸引ガイド領域Ａ７と、前記上側吸引ガイド領域Ａ７から下方へ延び
、下端部が前記後側近接点Ａ６となる後側吸引ガイド領域Ａ８と、前記後側近接点Ａ６か
ら後下方へ延びる上側排出ガイド領域Ａ９とをさらに有している。
【００７３】
　本実施の形態において、前記上側吸引ガイド領域Ａ７は、図４に示すように、側面視に
おいて上方に凸状となる形状を有している。
　より具体的には、前記上方壁７２２の前記上側吸引ガイド領域Ａ７は、前記扱室４２の
後端壁４７の下端から後方へ水平に延びる前記水平壁７２２１と、前記水平壁７２２１の
後端から後上方へ延びる前記傾斜壁７２２２と、前記傾斜壁７２２２の後端から前記ファ
ン軸７３１を越えて後方へ水平に延びる吸引上方壁７２２３とを有している。
【００７４】
　本実施の形態において、前記導通空間Ｓ１は、前記水平壁７２２１、前記傾斜壁７２２
２及び前記吸引上方壁７２２３の前方領域によって上端が画され、前記吸引上方空間Ｓ２
（の前記上方膨出領域Ｓ２１）は、前記吸引上方壁７２２３の中央領域によって上端が画
される。
【００７５】
　また、前記後側吸引ガイド領域Ａ８は、図４に示すように、前記吸引後方空間Ｓ４が形
成されるように、側面視において後方に凸状となる形状を有している。
　より具体的には、前記上方壁７２２の前記後側吸引ガイド領域Ａ８は、前記吸引上方壁
７２２３の後端部から後下方へ延びる後方連通壁７２２４と、前記後方連通壁７２２４の
後端部から下方へ延び、下端部が前記ファン軸７３１より上方に位置する吸引後方壁７２
２５と、前記吸引後方壁７２２５の下端部から前下方へ延び、下端部が前記吸引ファン７
３に近接することにより前記後側近接点Ａ６となる吸引下方壁７２２６とを有している。
【００７６】
　本実施の形態において、前記吸引後方空間Ｓ４は、上端が前記吸引上方壁７２２３の後
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方領域によって画され、後上端が前記後方連通壁７２２４によって画され、後端が前記吸
引後方壁７２２５によって画され、後下端が前記吸引下方壁７２２６によって画される。
【００７７】
　以上のように、前記上方壁７２２において、前記上側吸引ガイド領域Ａ７が側面視にお
いて上方に凸状となる形状を有し、前記後側吸引ガイド領域Ａ８が側面視において後方に
凸状となる形状を有するため、前記排風路７２に流れ込んだ選別風が前記導通空間Ｓ１か
ら前記吸引上方空間Ｓ２の前記上方膨出領域Ｓ２１及び前記吸引後方空間Ｓ４を経て、前
記後側近接点Ａ６に効率よく流れ得る。
　これにより、前記吸引ファン７３の吸引領域Ａ１のうち最も吸引力の大きい部分である
前記吸引ファン７３の吸引領域Ａ１の回転方向上流側端部近傍（前記吸引力最大領域Ｘ１
）に前記排風路７２内の風の流れを効率よく導くことができるため、前記排風路７２内の
風の流れを前記排稈路７１から離間させることができる。
【００７８】
　前記上方壁７２２の前記上側排出ガイド領域Ａ９は、図４に示すように、前記吸引下方
壁７２２６の下端部から後下方へ延びる排出傾斜壁７２２７とを有している。
【００７９】
　本実施の形態において、前記吐出空間Ｓ３は、上端が前記排出傾斜壁７２２７によって
画され、下端が前記下方壁７２１の後方領域によって画される。
　また、前記吐出空間Ｓ３は、前記吸引ファン７３の前記吐出領域Ａ２に接している。
【００８０】
　本実施の形態において、前記排風ケーシング７２０は、図３及び図４に示すように、前
記排稈路７１の上流側開口７１ａ及び前記排風路７２の上流側開口７２ａが共通となるよ
うに形成されている。前記排稈路７１は、前記共通の上流側開口から後下方に延び、前記
排風路７２は、前記共通の上流側開口から後方に延びている。
　前記共通の上流側開口の後下方には、前記排稈処理部材７４が配置され、前記共通の上
流側開口の後方には、前記吸引ファン７３が配置される。
【００８１】
　なお、本実施の形態においては、前述のように、前記排風ケーシング７２０が前記排稈
路７１の上流側開口７１ａ及び前記排風路７２の上流側開口７２ａが共通となるように形
成されているが、前記排稈路７１の上流側開口７１ａ及び前記排風路７２の上流側開口７
２ａがそれぞれ前記排稈口４６及び前記揺動選別機構５１の後端の双方に連通される限り
、これに限られない。
　即ち、例えば、前記排風ケーシング７２０は、前記排風路７２の上流側開口７２ａが前
記排稈路７１の上流側開口７１ａとは独立して設けられるように形成されてもよい。
【００８２】
＜篩い部材の詳細構成＞
　本実施の形態において、前記篩い部材７５の上端部（基端部）は、図４に示すように、
前記排風ケーシング７２０の前記上方壁７２２の前記水平壁７２２１に支持されている。
【００８３】
　本実施の形態において、前記篩い部材７５は、側面視において下端部（自由端部）が前
記排稈処理部材７４の回転軌跡にオーバーラップし、且つ、前記排稈処理部材７４の前記
回転軸７４１は、前記複数の切断刃７４２が前記回転軸７４１より上方において後方から
前方へ移動する方向へ軸線回りに駆動されている。
　これにより、前記篩い部材７５に固着した排稈等の大きな廃棄物が前記排稈処理部材７
４によって脱離され易くなる。
【００８４】
　本実施の形態において、前記導通空間Ｓ１内には、前記篩い部材７５の揺動軸線より後
下方且つ前記排稈処理部材７４の回転軌跡より上方において前記篩い部材７５の前方面に
当接し得る規制部材７６が設けられている。
　詳しくは、前記排風ケーシング７２０の前記左右の側壁７２３に機体幅方向に沿って延
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びる規制部材７６が支持されている。
　上記構成によれば、前記規制部材７６により前記篩い部材７５が前高後低状に位置され
るため、前記排稈口４６から排出される排稈等の大きな廃棄物を効率よく前記排稈路７１
に導くことができる。
　さらに、前記篩い部材７５が揺動しても前記規制部材７６により前記篩い部材７５の自
由端部が基端部より前方へ位置することが防止されるため、前記排稈口４６から排出され
る排稈等の大きな廃棄物を前記二番樋６２に集約される二番物へ混入させることを有効に
防止することができる。
【００８５】
　なお、前記篩い部材７５の下端部は、図５に示すように、機体幅方向に沿って複数の先
端部を有する平面視くし状とされている。前記篩い部材７５は、前記排風ケーシング７２
０の前記左右の側壁７２３間において機体幅方向全域にわたって設けられている。
【００８６】
　前記篩い部材７５は、前記左右一対の揺動側板５１１の少なくともいずれか一方に作動
連結されることにより、前記揺動選別機構５１に連動して揺動されることとしてもよい。
【００８７】
　図６に、本実施の形態に係る収穫機に適用され得る篩い部材の他の例を示す側面図を示
す。
　図６に示す例における篩い部材７５Ｂは、篩い部材本体７５０ａと、前記篩い部材本体
７５０ａを揺動させる揺動操作部材７５０ｂとで構成されている。
　前記篩い部材本体７５０ａは、前記水平壁７２２１に支持された揺動軸７５１に相対回
転不能に支持された背面視門形の基部７５２と、前記基部７５２の上面に取り付けられた
くし状の篩い板７５３と、前記基部７５２の下方において前記基部７５２より後方に延設
されたアーム部７５４とを有している。前記アーム部７５４には、側面視略Ｕ字状のガイ
ド部材７５４ａが固設されている。
【００８８】
　なお、前記篩い板７５３は、前記基部７５２に対して着脱可能であり、排稈の状態（条
件）に応じて交換可能とされ得る。
【００８９】
　前記揺動操作部材７５０ｂは、一端部が前記左右一対の揺動側板５１１の一方側（例え
ば、左側）に作動連結（ここでは固定）されたリンクアーム７５５と、下端部に前記リン
クアーム７５５の他端部が固定されるステー部７５６と、前記ステー部７５６の上端部に
相対回転自在に枢支されたローラ７５７とを有しており、前記ローラ７５７は、前記アー
ム部７５４の前記ガイド部材７５４ａに摺動可能に嵌合されている。
【００９０】
　上記構成によれば、前記揺動側板５１１が揺動することにより前記揺動側板５１１に作
動連結されたリンクアーム７５５を介して前記ステー部７５６に取り付けられた前記ロー
ラ７５７が略上下に揺動する。前記ローラ７５７が揺動することにより前記アーム部７５
４の前記ガイド部材７５４ａが押されることとなり、これによって前記篩い部材本体７５
０ａが前記揺動軸７５１回りに揺動することとなる。
　従って、このような簡単な構成を用いて前記篩い部材７５Ｂを積極的に揺動させること
ができ、大きな廃棄物が前記排風路７２に進入するのを有効に防止しつつ、前記篩い部材
７５Ｂに排稈が引っ掛かる等して前記排風路７２への選別風の流れが遮られることを有効
に防止することができる。
【００９１】
＜吸引ファン吸引量可変構成＞
　前記廃棄物排出部７０は、前記吸引ファン７３の吸引量が調整可能とされ得る。
　上記構成によれば、前記選別ファン５２から供給され前記揺動選別機構５１に作用した
後の選別風を前記吸引ファン７３によって吸引して機外に排出するという風の流れを脱穀
量や選別量に応じて良好に維持することができ、これにより、脱穀量や選別量の変動に拘
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わらず選別性能を向上させることができる。
【００９２】
　例えば、脱穀量が多い場合（即ち、廃棄物量が多い場合）には、前記吸引ファン７３の
吸引量を大きくし、脱穀量が少ない場合（即ち、廃棄物量が少ない場合）には、前記吸引
ファン７３の吸引量を小さくする。
　また、排稈に含まれる水分が多い場合には、前記吸引ファン７３の吸引量を大きくし、
排稈が乾いている場合には、前記吸引ファン７３の吸引量を小さくする。
　さらに、前記吸引ファン７３の吸引量は、脱穀される穀稈の品種によっても調整するこ
とが好ましい。例えば、稲に比べて比重が軽い蕎麦に対しては前記吸引ファン７３の吸引
量を稲の場合と比べて小さくする。
【００９３】
　図７に、本発明の第２実施形態に係る収穫機１Ｂの左側板を取り外した状態における廃
棄物処理部７０近傍の部分内部側面図を示す。なお、本実施の形態において前記第１実施
形態に係る収穫機１と同様の構成については同じ符号を付し説明を省略する。
　本実施の形態においては、図７に示すように、前記排風路７２を形成する排風ケーシン
グ７２０Ｂのうち前記吸引ファン７３より上流側に位置する部分には開口７７が設けられ
、前記開口７７の開口度が開口調整部材７８によって調整可能とされている。
　即ち、前記開口調整部材７８により前記開口７７の開口度を大きくすることで、前記吸
引ファン７３の吸引量を小さくし、前記開口調整部材７８により前記開口７７の開口度を
小さくすることで、前記吸引ファン７３の吸引量を大きくすることができる。
　上記構成によれば、前記吸引ファン７３より上流側に設けられた前記開口７７の開口度
を調整することにより、前記吸引ファン７３の吸引量を容易に調整することができる。
【００９４】
　本実施の形態において、前記排風ケーシング７２０Ｂの上方壁７２２Ｂは、前記吸引後
方空間Ｓ４の後上端を画す後方連通壁７２２４Ｂと、前記吸引後方空間Ｓ４の後端を画す
吸引後方壁７２２５Ｂと、前記吸引後方空間Ｓ４の後下端を画する吸引下方壁７２２６Ｂ
とを有している。
【００９５】
　本実施の形態において、前記開口７７は、前記吸引下方壁７２２６Ｂに設けられている
。
　上記構成によれば、前記開口７７が前記吸引ファン７３の吸引領域Ａ１のうち最も吸引
力の大きい部分である前記吸引ファン７３の吸引領域Ａ１の回転方向上流側端部近傍（前
記吸引力最大領域Ｘ１近傍）に設けられることになる。
　従って、前記開口調整部材７８により前記開口７７の開口度を調整することによる前記
吸引ファン７３の吸引量の変化量を大きくすることができる。
【００９６】
　本実施の形態において、前記開口調整部材７８は、前記排風ケーシング７２０上を摺動
することにより前記開口７７の開口度が変化する開口シャッタとされている。
　なお、開口調整部材７８は、前記開口７７の開口度が調整可能な開閉弁構造を有する限
り上記構成に限られない。
【００９７】
　前記吸引ファン７３の吸引量を調整可能とする構成として、前記吸引ファン７３の回転
数を変更可能とする構成も採用可能である。
　図８に、図７に示す収穫機１Ｂの伝動模式図を示す。
　本実施の形態においては、図８に示すように、前記収穫機１Ｂの前記エンジン３から前
記吸引ファン７３へ至る伝動経路には、吸引ファン変速機構７９が設けられ、前記吸引フ
ァン変速機構７９によって前記吸引ファン７３の回転数が変更可能とされている。
【００９８】
　本実施の形態において、前記吸引ファン変速機構７９は、図８に示すように、前記吸引
ファン７３の前記ファン軸７３１に相対回転不能に支持された従動大径プーリ７３４ａ及
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び従動小径プーリ７３４ｂと、前記ファン軸７３１に平行な駆動軸の前記従動大径プーリ
７３４ａ及び前記従動小径プーリ７３４ｂに対応する位置に相対回転不能に支持された駆
動小径プーリ７４４ａ及び駆動大径プーリ７４４ｂと、前記従動大径プーリ７３４ａと前
記駆動小径プーリ７４４ａとの間及び前記従動小径プーリ７３４ｂと前記駆動大径プーリ
７４４ｂとの間のそれぞれに巻回された第１及び第２伝動ベルト７４３ａ，７４３ｂと、
前記第１及び第２伝動ベルト７４３ａ，７４３ｂのそれぞれにテンションを付加し得る第
１及び第２テンションローラ７９ａ，７９ｂとを備えている。
　そして、前記吸引ファン変速機構７９は、前記第１及び第２伝動ベルト７４３ａ，７４
３ｂの何れかにテンションを選択的に付加することにより、前記吸引ファン７３の前記フ
ァン軸７３１の回転数を変更するように構成されている。
　上記構成によれば、前記吸引ファン変速機構７９によって前記吸引ファン７３の回転数
を変更することにより、前記吸引ファン７３の吸引量を直接的に調整することができる。
【００９９】
　本実施の形態において、前記吸引ファン変速機構７９の駆動軸は、前記排稈処理部材７
４の前記回転軸７４１とされている。
【０１００】
　なお、本実施の形態においては、前記排風ケーシング７２０に設けられた前記開口７７
の開口度を調整する構成及び前記吸引ファン７３の回転数を変更する構成の双方を有して
いるが、何れか一方だけ有している構成としてもよい。
【０１０１】
　以上、本発明に係る実施の形態を説明したが、本発明は上記実施の形態に限定されるも
のではなく、その趣旨を逸脱しない範囲内で種々の改良、変更、修正が可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１０２】
【図１】図１は、本発明の第１実施形態に係る収穫機の側面図である。
【図２】図２は、図１に示す収穫機の伝動模式図である。
【図３】図３は、図１及び図２に示す収穫機の左側板を取り外した状態における部分内部
側面図である。
【図４】図４は、図３に示す収穫機の部分内部側面図における廃棄物排出部近傍の部分拡
大側面図である。
【図５】図５は、図１から図４に示す収穫機の廃棄物排出部近傍の部分透過平面図である
。
【図６】図６は、本実施の形態に係る収穫機に適用され得る篩い部材の他の例を示す側面
図である。
【図７】図７は、本発明の第２実施形態に係る収穫機の左側板を取り外した状態における
廃棄物排出部近傍の部分内部側面図である。
【図８】図８は、図７に示す収穫機の伝動模式図である。
【符号の説明】
【０１０３】
１，１Ｂ　　　　　収穫機
４０　　　　　　　脱穀部
４２　　　　　　　扱室
４６　　　　　　　排稈口
４７　　　　　　　扱室の後端壁
５０　　　　　　　選別部
５１　　　　　　　揺動選別機構
５２　　　　　　　選別ファン
６０　　　　　　　選別物集約部
７０　　　　　　　廃棄物排出部
７１　　　　　　　排稈路
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７１ａ　　　　　　排稈路の上流側開口
７１ｂ　　　　　　排稈路の下流側開口
７２　　　　　　　排風路
７２ａ　　　　　　排風路の上流側開口
７２ｂ　　　　　　排風路の下流側開口
７３　　　　　　　吸引ファン
７４　　　　　　　穀稈処理部材
７５，７５Ｂ　　　篩い部材
７２２１　　　　　水平壁
７２２２　　　　　傾斜壁
Ｓ１　　　　　　　導通空間
Ｓ２　　　　　　　吸引上方空間

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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